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文化祭 ｢唄よ響け 想いよ届け｣ ②
引き続き、１０月２５日（日）に行われた文化祭の各学年各学

級代表の「文化祭を終えて」の感想を掲載します。

得たものがたくさん
１年Ａ組

文化祭を終えた今、改めて感じ
たものがあります。大変だったこ
と、悔しかったこと、楽しかった
こと。１年Ａ組は残念ながら賞を
とることができませんでした。そ
れはとても悔しいです。でも、そ
う思えるのは２，３年生の先輩達

が本気でぶつかってきてくれたからです。だから、そのこと
にはとても感謝しています。賞をとれなかったからといって
失ったものはありません。逆に得たものがあると思います。
１つは、前よりクラスが団結したことです。他にもたくさん
の得たものがあります。それをこれからの生活に生かしてい
きたいと思います。ここで終わらないでこれからも前に進ん
でいきます。

文化祭を通して学校全体で高め合う
３年ＢＣ組

私は文化祭で「最優秀賞をとる」ことを目標に練習をがん
ばりました。最初は私語をする人が多く、きれいなハーモニ
ーにもならずとても感動できる合唱とは言えませんでした。
ですが、練習が進むにつれて、歌詞の意味を考えて歌ったり、
自分達で改善点を意識するようになりました。少しずつ合唱
も良くなり、毎日の合唱練習がとても楽しみでした。本番で
は、今まで言われてきたことを意識して、楽しんで合唱する
ことができました。他のクラスもとても上手で、結果発表の
時はとても不安でした。でも、私達の想いが伝わり、最優秀
賞をとることができて、とてもうれしかったです。３ＢＣで、

 

風風  立立  ちち  ぬぬ  
     風の街の中学校の窓から 

このメンバーで合唱することができて本当にうれしかったし、
文化祭を通して学校全体で１つの目標に向かってがんばり、
お互いに高め合えました。最高の思い出になりました。３Ｂ
Ｃのみんなありがとうございました。

「ＳＨＩＮＫＡ」した力をこれからに
１年Ａ組

文化祭を終えて「本当に良かった。」と思います。練習のと
き、初めは全員本気ではありませんでした。口を開かない、
声を出さない、適当にやる人が半分位いました。だんだん文
化祭が近づいてくるというのに、全くやる気の無い人が数人
いて私は「いい加減まじめにやってよ」と怒りがこみあげて
いました。本当に良くなったのは、本番の２日前で、全員で
本気になり、「絶対良い文化祭にする」という思いが伝わって
きて、歌っていて、今までとは違ってとても気持ちよかった
し、自然に笑顔になれました。当日の最後の練習のときは、
五十嵐先生にもほめられ、全員が自信をもって合唱すること
が出来ました。観客の方がたくさんいてとても緊張している
とき、指揮のふたりが笑わせてくれて、良い表情で歌うこと
が出来て良かったです。賞を取れず、とても悔しかったけど、
合唱で「ＳＨＩＮＫＡ」した力をこれからの生活に生かして
いきたいです。

思いを伝えることができた合唱
２年Ａ組

練習からあまり声が出せず、けんかのようになってしまう
ことがありました。自由曲の「親知らず子知らず」は難しい
曲で、強弱をつけたり伸ばしたりする所を気をつけながら、
気持ちを込めて歌いました。他学年の発表を聞き、どの学年
も声が出ていて体育館中に響いていて鳥肌が立ちました。特
に３年生はさすがだと思いまし
た。当日は思いを伝えられる合
唱ができて本当にうれしかった
です。有志発表は楽しい発表ば
かりで、とても盛り上がりまし
た。総合発表では、どの学年も
学んだことを伝わりやすく楽し
く発表していました。最後クラ
スみんなで笑えてよかったです。


